
我が国でも2002年12月に「バイオマ

ス・ニッポン総合戦略」が打ち出され，国

家プロジェクトとして取組みを開始したこ

ともあって，バイオマスについての関心は

次第に高まりつつある。そして，各地で食

品廃棄物や生ごみのたい肥化や飼料化，家

畜排せつ物のたい肥化やメタン醗酵による

発電，等々，バイオマスへの取組みも散見

されるようになってきた。

そうした中，滋賀県での，回収した廃

食油をバイオディーゼル用に燃料化し，併

行して菜の花の栽培をも行う「菜の花プロ

ジェクト」による活動をつうじて，エコ革

命を訴えかけているのが本書である。構成

は，序章／菜の花が地域と地球を救う，第

１章／琵琶湖を守る運動からの出発，第２

章／家庭の廃食油をバイオ燃料に，第３

章／農と地域の再生をめざす，第４章／各

地に広がる菜の花パワー，第５章／暮らし

の豊かさを再構築する，第６章／菜の花が

もたらす「自律と自立」，からなるが，実

に刺激に富み，ロマンにあふれた良書であ

る。

まず，本プロジェクトの概要を紹介し

ておくと，プロジェクトの主体は，90年に

我が国初の環境専門の生協として設立され

た「滋賀県環境生活協同組合」であり，こ

れは87年に，湖南生協が主体になってつく

られた「協同組合運動研究会」を母体とす

る。琵琶湖では，高度経済成長とともに大

規模な赤潮を発生してきたが，その琵琶湖

と向き合いながら生活している家庭の主婦

が，「自分たちが使う天ぷら油を捨てるこ

とが自分たちの飲み水を汚しているという

『気づき』から始まり，これをせっけんに

リサイクルしようという身近な取り組みで

具体化」したことから本プロジェクトはス

タートした。

本プロジェクトは「『第１ステージ』は，

76年から92年ごろまでの，廃食油を回収し

て，せっけんへのリサイクルによる資源再

利用を進めた時期。『第２ステージ』は，

92年から98年ごろまでの，廃食油をＢＤＦ

（バイオディーゼル燃料）として地域で再利

用を進めた時期。『第３ステージ』は，98

年からの，転作田を利用したナタネ栽培に

まで広げた資源の循環利用を進めた時期」

の３つのステージを経て，今，第４ステー

ジとして「アグリルネッサンス（農の復興）」

を掲げる時期にさしかかっているとしてい

る。

そして，「2002年には，愛東町での『菜

の花プロジェクト』の取組みが，『ナタネ

栽培→搾油→ナタネ油の地域内利用→廃食

油回収→せっけんや　ＢＤＦへのリサイク

ル→地域内利用』という一連の『資源循環

サイクル』を実現できる形になり，･･･い

までは全国36道府県に，個性的な菜の花プ

ロジェクト」が展開されるまでに至ってい

農林金融2004・4
46 - 240

藤井絢子

菜の花プロジェクトネットワーク　編著

『菜の花エコ革命』



る。

本書では多くのメッセージが発信され

ているが，ここで特に本書の核ともなる三

つのメッセージを挙げておきたい。

第一は，地域主導の取組みが基本であ

るということである。すなわち「琵琶湖の

赤潮の発生を食い止め，琵琶湖をよみがえ

らせるためには，赤潮の犯人探しをすると

ともに，私たち自身が，自分たちの生活を

見直し，変えていかないといけない。これ

が，琵琶湖が私たちに『身をもって示して

くれた』環境問題の事実」であり，運動の

原点でもある。そして，「自らの地域の問

題を，自らの知恵と力で解決していくとい

う自治の原点に立って，琵琶湖を守ろうと

いう公共の目的を実現するために，一人ひ

とりが行動を起こすというこの住民運動こ

そ，いまの日本にいちばん必要で，心ある

人のだれもが求めている『愛郷運動』であ

り，最もまじめな『愛国運動』」でもある

としている。

第二に，農業は食料供給のみならずエ

ネルギー供給の役割をも担っているという

ことである。無リン合成洗剤の出現によっ

て，せっけんの使用率が低下し，廃食油の

新たなリサイクル用途を暗中模索している

ときに出会ったのがＢＤＦ化である。ドイ

ツでナタネ油からＢＤＦが製造され，この

ために菜種が栽培されているのを見る中で

の，「農業」はエナジー・サプライヤーで

もある，というドイツの農業者の言葉は目

からウロコであったという。

第三に，本プロジェクトが未来世代に

対する二重のメッセージ性を有していると

いうことである。家庭の主婦による取組み

から始まったこの活動が，地域循環モデル

として進化する過程で，子供や孫にいい環

境を残していくと同時に，子供たち自身が

地域の生活や環境に積極的にかかわってい

くことができるスキームともなってきたの

である。

現状，「大量生産・大量流通・大量消

費・大量廃棄という20世紀型の産業社会」

と消費社会は，「身近なところでは『ゴミ

問題』，地球規模では『地球温暖化問題』

に象徴される大きな壁に突き当たって」お

り，「『循環型社会』とか『ゼロエミッショ

ン社会』（廃棄物ゼロ社会）といわれる持続

可能性をもった社会」が待望されている。

本書は，そうした中で立ち上がった主婦た

ちのエネルギーと感性を実に生き生きと伝

えている。そして「だれにでも分かりやす

い仕組みが提示されていて，それに創意工

夫を付け加えながら，だれもが楽しみなが

ら関わることができ，その結果，循環型社

会が少しずつつくられていくような運動を

展開」していくことが求められるが，多く

の壁や苦労を乗り越えながら獲得してきた

生きた知恵・体験がぎっしりと詰まってい

る。各々の地域が抱える課題に「『自らが

始める』，それも『楽しみながら取り組む』」

にあたって，貴重な示唆に富む必読の書で

ある。

――（株）創森社　2004年１月

1,600円（税別）267頁――

（常務取締役　蔦谷栄一・つたやえいいち）
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